
A第 四回特別企画展

「与謝野寛 ・晶子展―恋ひ恋A君 と一」
4月 19日 (上)～ 6月 8日 (日)

本
年
、
生
誕

ご
二
〇
周
作
を
迎
え

た
歌
人
　
与
謝
野
品
子
と
、
そ
の
夫

覚

（鉄
幹
）
の
生
涯
と
美
績
を
展
望

す
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
「第

一
部
　
近
代
詩
歌
の
扉
を
開
く
―
『明

上
』
『
ス
バ
ル
』
の
時
代
」
「第
二
部

自
立
す
る
女
性

へ
の
ま
な
ざ
し
―

女
性
の
地
位
向
上
へ
」
「第
二
部
　
九

州
で
の
足
跡
」
と
し
、
特
に
第
二
部

で
は
地
元
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、

夫
妻
が
九
州
に
残
し
た
書
や
書
簡
な

ど
が
揃
い
、
充
実
し
た
展
示
に
な
り

≡
や
し
た
。　
　
　
展
示
資
料
＝
約
一
八
〇
点

入
場
者
数
―十
二

一
六

一
人

（イ
ベ
ン
ト
含
む
）

本
展
を
記
念
し
て
、
北
九
州
市
出

身
の
計
人
高
橋
睦
郎
氏
に
ご
前
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
与
謝
野
品
子
が
近

代
詩
歌
に
与
え
た
彰
響
に
つ
い
て
、

詩
や
短
歌
の
朗
読
を
交
え
な
が
ら
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
橋
睦
郎
氏
　
議
演
会

「新
し
い
詩
歌
の
母
神

晶
子
」

４
月
２０
日
（日
）

ゲ
ー
テ
が

「
永
遠
に
女
性
な
る
も

の
我
ら
を
導
く
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

"Ⅲ 」」 ■:Ⅲ

Ⅲ Ⅲ ■:“十‐

我
ら
男
性
と
い
う
も
の
は
常
に
女
性

な
る
も
の
に
導
か
れ
て
成
長
す
る
の

だ
と
解
釈
す
れ
ば
い
い
で
し
ま
つ
か
ｏ

詩
人
や
芸
術
家
の
場
合
、
特
に
女
性

の
強
い
影
響
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

い

う
女
性
た
ち
の
大
売
に
い
る
の
が
与

謝
野
品
十
で
、
ほ
か
に
比
べ
よ
う
も

な
い
大
き
な
存
在
で
す
ね
。
私
が
品

子
を
詔
め
る
よ
う
に
な

つ
た
の
は
ご

く
最
近
で
、
む
し
ろ
寛
の
方
を
評
価

し
て
い
ま
し
た
。

「
誠
之
助

の
死
」

と
い
う
詩
は
、
品
子
の

「
君
死
に
た

ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」
よ
り
も
討
的
結

品
度
が
高
い
と
か
つ
て
書
き
ま
し
た
。

し
か
し
今
は
、
こ
の
作
品
は

「
君
死

に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」
が
な
け
れ

ば
生
ま
れ
な
か
つ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。品

子
の
人
生
を
年
譜
に
沿

っ
て
見

て
い
き
ま
す
と
、
ま
す
明
治
十

一
年

に
堺
に
生
ま
れ
ま
す
。
実
家
の
実
子

商
駿
河
屋
は
相
当
大
き
な
家
で
し

た
。
明
治
二
十
二
年
、
お
姉
さ
ん
が

結
婚
す
る
と
、
通
子
が
代
わ
り
に
店

の
帳
場
に
出
て
切
り
盛
り
し
て
い
ま

し
た
。
明
治
三
十
二
年
、覚
が
「明
星
」

を
創
刊
し
、
品
子
も
入
社
。
そ
の
年

の
人
月
に
寛
が
来
阪
し
、
山
川
登
美

子
と
と
も
に
初
め
て
会

っ
て
い
ま
す
。

翌
年
、
「み
だ
れ
髪
』
を
鳳
品
子
の
名

で
新
詩
社
か
ら
刊
行
し
、
秋
に
結
婚
。

明
治
三
十
七
年
に

「
君
死
に
た
ま
ふ

こ
と
な
か
れ
」
を

「
明
星
」
に
発
表
。

大
町
桂
月
が
危
険
思
想
で
あ
る
と
し

て
批
判
し
ま
す
。
明
治
四
十

一
年
に

「明
星
」
が
百
号
で
終
刊
。
こ
の
あ
た

り
か
ら
家
計
は
全
て
彼
女

一
人
が
支

え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
明
治

四
十
四
年
に
寛
が
バ
リ
に
向
け
出
発
、

そ
の
費
用
二
十
円
は
晶
子
が
調
達
し

ま
し
た
。
翌
年
工
月
に
品
子
は
覚
を

追

つ
て
パ
リ
に
向
か
い
、
そ
の
年
の

う
ち
に
単
身
帰
国
。
明
治
四
十
四
年

に
平
塚
ら
い
て
う
が

「
青
鱗
」
を
創

刊
す
る
と
、
女
権
運
動
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
す
。
大
正
十
年
、
西
村
伊

作
に
よ
り
文
化
学
院
が
創
設

さ
れ
る
と
、
学
玲
に
就
任
。

大
工
十
二
年
の
関
東
大
震
災

に
よ
り
、
学
院
に
預
け
て
い

た
源
氏
物
語
の
現
代
語
訳
稿

数
千
枚
を
焼
失
。
昭
和
十
年

に
覚
が
亡
く
な
り
、
出
子
自

身
は
昭
和
十
七
年
に
亡
く
な

り
ま
し
た
。

品
子
の
生
涯
に
対
す
る
僕

の
感
想
は
四

つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
逆
境
に
あ

っ
て
も

子
抱
強
い
事
。
例
え
ば
幼

い

頃
は
働
き
な
が
ら
古
典
を
耽

読
。
筆

一
本
で
家
族
を
支
え
、
原
稿

の
枕
失
後
源
氏
物
語
の
訳
を
全
て
や

り
直
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
決

断
が
早
い
と
い
う
事
。
寛
と
出
会

っ

て

一
年
で
家
を
捨
て
て
い
ま
す
。
ま

た
覚
を
追

っ
て
パ
リ
に
旅
立
っ
て
い

ま
す
。
三
つ
目
は
、
人
に
優
し
い
が

信
念
は
曲
げ
な
い
と
い
う
事
。
ら
い

て
う
と
の

「母
性
保
護
論
争
」
で
は
、

考
え
の
違
う
事
は
は
つ
き
り
述
べ
て

い
ま
す
。
四
つ
日
は
、
生
き
方
が
音

尾

一
貫
し
て
い
る
と
い
う
事
。
寛
を

一
生
支
え
続
け
た
事
か
ら
も
わ
か
り

ま
す
。
と
は
い
え
、
こ
の
夫
婦
に
波

乱
が
全
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

四
女
の
年
智
子
さ
ん
の
観
察
し
た
と
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■


